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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 3月 28日 (2006.3.28)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 大 腿 骨 に 挿 入 さ れ る 幹 部 （ １ ２ ） を 備 え 、 該 幹 部 （ １ ２ ） は 転 子 領 域 （ ４ ） に あ る こ と
が 予 定 さ れ る 転 子 表 面 部 分 を 有 し 、 さ ら に 骨 の 成 長 を 促 進 す る コ ー テ ィ ン グ を 有 す る 股 関
節 用 義 足 に お い て 、
　 上 記 表 面 部 分 に 専 ら オ ス テ オ イ ン ダ ク テ ィ ブ 物 質 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 股 関 節 用 義
足 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 オ ス テ オ イ ン ダ ク テ ィ ブ 物 質 が 、 上 記 転 子 領 域 （ ４ ） に お い て 、 上 記 幹 部 （ １ ２ ）
か ら 突 出 す る 転 子 突 出 部 （ １ ３ ） 上 に 専 ら 与 え ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 股
関 節 用 義 足 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 オ ス テ オ イ ン ダ ク テ ィ ブ 物 質 が 、 コ ー テ ィ ン グ に よ り 形 成 さ れ る か 、 若 し く は コ ー
テ ィ ン グ の 一 部 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 股 関 節 用 義 足 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 オ ス テ オ イ ン ダ ク テ ィ ブ 物 質 が 、 ビ ス フ ォ ス フ ォ ネ ー ト 若 し く は Ｂ Ｍ Ｐ を 含 む こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 股 関 節 用 義 足 。
【 請 求 項 ５ 】
　 上 記 オ ス テ オ イ ン ダ ク テ ィ ブ 物 質 を 含 む 、 義 足 の 転 子 表 面 の 少 な く と も 一 部 が 、 多 孔 質
で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 股 関 節 用 義 足 。
【 請 求 項 ６ 】
　 上 記 オ ス テ オ イ ン ダ ク テ ィ ブ 物 質 が 、 横 方 向 （ ） に 対 し て ア ン ダ ー カ ッ ト さ れ た
、 義 足 の 転 子 表 面 の 表 面 部 分 に 被 覆 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か に 記
載 の 股 関 節 用 義 足 。
【 請 求 項 ７ 】
　 上 記 義 足 の 転 子 表 面 が 、 オ ス テ オ イ ン ダ ク テ ィ ブ コ ー テ ィ ン グ （ １ ６ ） が 設 け ら れ た 、
腹 面 及 び 背 面 を 備 え 、 上 記 腹 面 及 び 背 面 が 、 互 い か ら 、 前 後 方 向 に 、 ６ ｍ ｍ 以 上 、 好 ま し
く は ９ ｍ ｍ 以 上 離 れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か に 記 載 の 股 関 節 用 義
足 。
【 請 求 項 ８ 】
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　 上 記 突 出 部 （ １ ３ ） が 、 挿 入 方 向 に く さ び 形 に 形 成 さ れ 、 上 記 義 足 に あ て が わ れ た ヤ ス
リ が 、 上 記 突 出 部 の 領 域 に お い て よ り 小 さ い 体 積 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載
の 股 関 節 用 義 足 。
【 請 求 項 ９ 】
　 上 記 突 出 部 （ １ ３ ） が 、 上 記 幹 部 か ら 取 り 外 す こ と が で き る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２
又 は ８ 記 載 の 股 関 節 用 義 足 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 骨 に 挿 入 さ れ る 義 足 が 、 図 １ に お い て 破 線 で 示 さ れ て い る 。 そ し て 、 図 ２ 及 び ３ に お い
て 実 線 で 示 さ れ て い る 。 こ の 義 足 は 、 頭 部 １ ０ 、 頸 部 １ １ 及 び 幹 部 １ ２ か ら な る 。 突 出 部
１ ３ が 、 こ れ ら か ら 骨 の 転 子 領 域 ４ の 方 向 へ 突 出 し て い る 。 こ の 突 出 部 １ ３ に 孔 １ ４ を 設
け る 。 こ の 孔 １ ４ は 腹 面 方 向 に 向 い た 表 面 領 域 を 形 成 し て い る 。 こ れ ら は 、 横 方 向
に 対 し て ア ン ダ ー カ ッ ト さ れ て い る 。 こ れ ら の 孔 に 成 長 す る 骨 物 質 は 、 ア ン ダ ー カ ッ ト の

、 そ れ に よ り 、 義 足 か ら 、 骨 の 転 子 領 域 ま で 引 っ 張 り 応 力 を 伝 達 す る こ と に
貢 献 す る 。 突 出 部 及 び ア ン ダ ー カ ッ ト 表 面 を 、 他 の 既 知 の 方 法 に よ り 設 計 し て も よ い 。 例
え ば 、 突 出 部 を 刀 の 形 状 に 形 成 し て も 良 い し 、 又 は 湾 曲 し た 形 状 に 形 成 し て も 良 い 。 孔 の
代 わ り に 、 ア ン ダ ー カ ッ ト 表 面 を 形 成 す る た め の よ り 大 き な ア パ ー チ ャ ー 若 し く は リ ブ を
設 け て も 良 い 。 通 常 の 環 境 に お い て 、 正 し く 挿 入 さ れ た 後 、 転 子 領 域 ４ に あ る 義 足 の そ れ
ら の パ ー ツ は 、 義 足 の 転 子 表 面 若 し く は 転 子 部 分 と し て 設 計 さ れ る 。 こ れ ら は 、 特 に 突 出
部 １ ３ を 含 む 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 図
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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表 面 を つ か み



【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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